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品
詞 

         

自
立
語 

単
独
で
文
節
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。 

必
ず
文
節
の
最
初
に
あ
る
。 

一
つ
の
文
節
に
自
立
語
は
必
ず
一
つ
あ
り
、

二
つ
以
上
は
な
い
。 

付
属
語 

そ
れ
だ
け
で
文
節
を
作
る
こ
と
が
で
き
な

い
。 

常
に
ほ
か
の
単
語
の
後
に
つ
く
。 

一
つ
の
文
節
に
付
属
語
が
な
い
場
合
や
、
二

つ
以
上
あ
る
場
合
も
あ
る
。 

文
節 

意
味
が
不
自
然
に
な
ら
な
い
程
度
に
文
を

区
切
ỵ
た
と
き
の
最
小
の
単
位
の
こ
と
。 

※
文
節
の
切
れ
目
に
は
,「
ネ
」「
ヨ
」「
サ
」

な
ど
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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品
詞
分
解 

『
文
章
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
レ
ベ
ル
ま
で
分
け
る
』
こ
と
を
品
詞
分
解
と
い
う
。 

 

(
例
題
) 

京
／
に
／
入
り
立
ち
／
て
／
う
れ
し
。 

 

家
に
至
り
て
、
門
に
入
る
に
、
月
明
け
れ
ば
、
い
と
よ
く
あ
り
さ
ま
見
ゆ
。 

 

※
複
合
語 

単
語
に
は
い
く
つ
か
の
語
が
複
合
し
て
で
き
て
い
る
語
が
存
在
す
る
。 

「
山
里
」
は
、
(
山
に
あ
る
里
)
の
意
味
だ
が
、 

一
つ
で
名
詞
と
捉
え
る
の
が
普
通
。 

し
か
し
、
こ
の
語
同
士
の
結
合
の
度
合
い
は
低
い
こ
と
が
あ
る
。 

「
も
の
心
細
し
」
と
い
う
形
容
詞
は
、 

「
も
の
な
む
心
細
く
お
ぼ
ゆ
る
」
な
ど
と
利
用
さ
れ
、 

分
離
す
る
事
が
あ
る
。 

接
続
詞
・
連
体
詞
の
扱
い 

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
他
の
品
詞
か
ら
転
じ
て
で

き
た
も
の
。 

品
詞
と
し
て
は
よ
わ
い
。 

「
か
か
れ
ば
」 

「
か
か
り
」(
ラ
変
動
詞
已
然
形
)
＋
「
ば
」

(
助
詞
) 

「
か
か
れ
ば
」(
接
続
詞
) 

「
か
く
て
」(
接
続
詞
・
副
詞
) 

 

多
く
の
品
詞
に
ま
た
が
る
単
語 

「
あ
は
れ
」(
名
詞
・
感
動
詞
) 

「
み
づ
か
ら
」(
名
詞
・
副
詞
) 

「
つ
れ
づ
れ
」(
名
詞
・
形
容
動
詞
・
副
詞
) 

「
す
が
ら
」(
名
詞
・
副
詞
・
接
尾
辞
) 

「
あ
ま
た
」(
副
詞
・
連
体
詞
・
名
詞
) 

「
あ
た
ら
・
う
た
て
・
も
と
な
」(
連
体
詞
・

副
詞
・
感
動
詞
) 
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活
用
形 

     

活
用…

『 
 

下
の
単
語
に
合
わ
せ
て
変
化
す
る
語
尾 

 

』
の
こ
と 

基
本
形…

終
止
形
と
同
じ
。 

 
 

語
幹…

活
用
で
変
化
し
な
い
部
分
。 

未
然
形(

Ộ
ず)…

『 
 

ま
だ
そ
の
動
作
を
し
て
い
な
い 

 

』
状
態
を
表
す
。 

連
用
形(

Ộ
て)…

基
本
的
に
は
用
言
に
連
な
る
形
。
助
動
詞
や
助
詞
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
。 

終
止
形(

Ộ
。)…

文
が
終
わ
ỵ
て
止
ま
る
形
。 

連
体
形(

Ộ
と
き
)…

体
言(

名
詞)

に
連
な
る
形
。 

咲
く 

基
本
形 

咲 
語
幹 

か 

未
然
形 

き 

連
用
形 

く 

終
止
形 

く 

連
体
形 

け 

已
然
形 

け 

命
令
形 
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※ 

連
体
形
の
省
略…

『 
 

連
体
形
＋
助
詞 

 

』と
い
う
形
の
時
に
、体
言
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

已
然
形(

Ộ
ど
も)…

『 
 

す
で
に
そ
の
動
作
が
終
わ
ỵ
た 

 

』状
態
を
表
す
。(
現
代
語
に
お
い
て
は
仮
定
形
。) 

※ 
花
咲
け
ば…

現
代
語
訳
『 

 

も
し
花
が
咲
く
な
ら 

 

』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

古 

語
訳
『 
 

花
が
咲
く
の
で 

 

』 

命
令
形(

Ộ
せ
よ)…

命
令
す
る
と
き
の
形
。 

(
例
題
) 

あ
ひ
戦
は
む
心
も
な
か
り
け
り
。 

連
用
形 

尻
け
よ
。 

 
 

命
令
形 

石
山
へ
参
る
。 

 
 

終
止
形 

 

あ
し
ず
り
を
し
て
泣
け
ど
も
、 

已
然
形 

深
き
ゆ
ゑ
あ
ら
む
。 

 

未
然
形 

静
か
な
る
暇
な
く 

 

連
体
形 
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接
辞 

単
独
で
用
い
る
こ
と
は
な
く
、
語
に
意
味
を
付
加
す
る
語
。 

単
語
と
は
異
な
る
の
で
注
意
が
必
要
。 

接
続
の
度
合
い
も
低
く
、
助
詞
な
ど
が
間
に
挟
ま
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。 

ま
た
、
二
種
類
以
上
を
複
合
的
に
用
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
。 

主
要
な
接
頭
辞 

御 

尊
敬
の
意
味
を
付
加
す
る
。
御
几
帳 

み 

美
称
の
意
味
を
付
加
す
る
。
み
吉
野 

あ
ひ 

互
い
に
の
意
味
を
付
加
す
る
。
あ
ひ
お
も
ふ 

た 

手
の
意
味
を
付
加
す
る
。
た
ぐ
る 

小 

小
さ
い
こ
と
、
か
わ
い
い
こ
と
の
意
味
を
付
加
す
る
。

小
百
合 

う
ち 

ち
Ỹ
ỵ
と
の
意
味
を
付
加
す
る
。 

う
ち
ぞ
泣
か
る
る
。
(
自
然
と
少
し
泣
か
れ
る
) 
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主
要
な
接
尾
辞 

め
く 
Ộ
よ
う
に
な
る
の
意
味
を
付
加
す
る
。 

春
め
く
(
春
ら
し
く
な
る
) 

げ 

様
子
を
表
す
語
に
変
化
。 

動
き
げ
(
動
く
様
子
) 

さ 

名
詞
化
。 

思
は
ず
さ
(
思
い
が
け
な
さ
) 

ざ
ま 

様
子
を
表
す
語
に
変
化
。 

里
へ
ざ
ま
(
里
帰
り
の
よ
う
に
) 

た
し 

程
度
が
甚
だ
し
い
の
意
味
を
付
加
す
る
。 

ら
う
た
し
(
労
た
し→

労
力
が
甚
だ
し
い→

労
力
が
酷
い

ほ
ど
守
ỵ
て
や
り
た
い→

か
わ
い
い
) 

ぶ
る 

Ộ
の
よ
う
に
見
せ
る
。 

ひ
た
ぶ
る
(
実
直
な
様
子
) 

ど
も 

複
数
形
化
。
こ
ど
も
(
子
た
ち
) 
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動
詞
基
礎 

動
詞
の
活
用 

動
詞
に
は
全
部
で
九
種
類
の
活
用
が
あ
る
。 

 
 

四
段
活
用 

 
 

上
一
・
二
段
活
用 

 
 

下
一
・
二
段
活
用 

 
 

カ
・
サ
・
ナ
・
ラ
行
変
格
活
用 

終
止
形
は
す
べ
て
ウ
段
音
に
な
ỵ
て
い
る
。
※
ラ
変
の
み
「
り
」 

活
用
の
表
し
方 

 

〇
行
○
段
活
用
動
詞 

○
○
形 

 

〇
行
変
格
活
用
動
詞 

○
○
形 

動
詞
の
判
別
順
序 

① 

変
格
・
上
一
・
下
一 

 

② 

文
中
で
の
活
用
を
確
認 

 
 

a
音…

四
段
活
用 

 
 

i
音…

四
段
・
上
二
段
活
用 

 
 

e
音…

四
段
・
下
二
段
活
用 

 

③
「
ず
」
を
つ
け
て
ど
の
音
に
な
る
か
？ 

※ 

必
ず
訳
し
て
意
味
を
確
認
す
る
こ
と
！ 
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四
段
活
用
動
詞 

   

打
消
の
助
動
詞
の
「
ず
」
を
付
け
た
時
必
ず
ア
段
音
と
な
る
。 

ア
・
ザ
・
ダ
・
ナ
・
ヤ
・
ワ
行
の
語
に
は
四
段
活
用
の
語
が
存
在
し
な
い
。 

 

※
「
書
く
」→

「
書
か
な
い
」
と
す
る
と
き
。 

書
か
ず→

『 

書
か
な
い 

』→

『 
 

 
書
く 

 
 

 
 

  

』 

書
け
ず→

『 

書
け
な
い 

』→

『 
 

 

書
く
こ
と
が
で
き
る 

 
 

』 

つ
ま
り
、
古
典
語
に
お
い
て
可
能
の
意
味
を
含
ん
だ
語
「
読
め
る
」
な
ど
は
存
在
し
な
い
。 

 

咲
く 

基
本
形 

咲 
語
幹 

か 

未
然
形 

き 

連
用
形 

く 

終
止
形 

く 

連
体
形 

け 

已
然
形 

け 

命
令
形 

可
能
動
詞 

「
読
め
る
」→

「
読
む 

こ
と

が
で
き
る
」
こ
の
よ
う
に
分

け
ら
れ
る
も
の
が
可
能
動

詞
。 

「
染
め
る
」→

「
染
め
る 

こ

と
が
で
き
る
」
と
は
な
ら
な

い
。 
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上
二
段
活
用
動
詞 

   

 

打
消
の
助
動
詞
の
「
ず
」
を
付
け
た
時
必
ず
イ
段
音
と
な
る
。 

ヤ
行
上
二
段
に
注
意
！
『 

老
ゆ 
』
『 

悔
ゆ 

』
『 

報
ゆ 

』 

下
二
段
活
用
動
詞 

    

老
ゆ 

基
本
形 

老 
語
幹 

い 

未
然
形 

い 

連
用
形 

ゆ 

終
止
形 

ゆ
る 

連
体
形 

ゆ
れ 

已
然
形 

い
よ 

命
令
形 

得 

基
本
形 

(

得) 

語
幹 

え 

未
然
形 

え 

連
用
形 

う 

終
止
形 

う
る 

連
体
形 

う
れ 

已
然
形 

え
よ 

命
令
形 
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打
消
の
助
動
詞
の
「
ず
」
を
付
け
た
時
必
ず
エ
段
音
と
な
る
。 

ワ
行
下
二
段
に
注
意
！ 

『 

植
う 

』
『 

飢
う 

』
『 

据
う 

』 
語
幹
活
用
動
詞
に
注
意
！ 

『 

得 

』
『 

経 

』
『 

寝 

』 

※ 

「
寝
」
は
「
寝
ぬ
(
い
ぬ
)
」
と
い
う
似
た
語
が
存
在
。
(
ナ
下
二
) 

ア
行
下
二
段
に
注
意
！
『 

 
得 

 

』
『 

 

心
得 

 

』
『 

 

所
得 

 

』 

下
一
段
活
用
動
詞 

     

「
蹴
る
」
こ
の
一
語
の
み
。 

蹴
る 

基
本
形 

(

蹴)
 

語
幹 

け 

未
然
形 

け 

連
用
形 

け
る 

終
止
形 

け
る 

連
体
形 

け
れ 

已
然
形 

け
よ 

命
令
形 
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上
一
段
活
用
動
詞 

    

所
属
語 

ひ 

ハ
行
『 

 

干
る 

 

』
『 

 
沃
る 

 

』 

い 

ヤ
行
『 

 

射
る 

 

』
『 

 

鋳
る 

 

』 

き 

カ
行
『 
 

着
る 

 

』 

に 

ナ
行
『 

 

似
る 

 

』
『 

 

煮
る 

 

』 

み 

マ
行
『 

 

見
る 

 

』→

『 
 

見
ゆ 

 

』
(
ヤ
行
下
二
段
)
に
注
意
！ 

射
る 

基
本
形 

(
射)

 
語
幹 

い 

未
然
形 

い 

連
用
形 

い
る 

終
止
形 

い
る 

連
体
形 

い
れ 

已
然
形 

い
よ 

命
令
形 
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ゐ 

ワ
行
『 

 

居
る 

 

』
『 

 

率
る 

 

』 
＋ る 

 
←

覚
え
方 

 

複
合
語
の
「
後
見
る
」
「
率
ゐ
る
」
「
用
ゐ
る
」
「
試
み
る
」
な
ど…

最
低
こ
れ
は
覚
え
る
。 

正
格
活
用
ま
と
め 

     

下
一
段 

上
一
段 

下
二
段 

上
二
段 

四
段 

活
用 

e i e i a 

未
然
形 

e i e i i 

連
用
形 

e る i る u u u 
終
止
形 

e る i る u る u る u 

連
体
形 

e れ i れ u れ u れ e 

已
然
形 

e よ i よ e よ i よ e 

命
令
形 
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カ
行
変
格
活
用
動
詞 

   

所
属
語
は
『 

 

来 
 

』
の
み
。 

複
合
語
で
あ
る
『 

持
て
来 

』
『 
ま
う
で
来 

』
『 

参
り
来 

』
『 

移
動
＋
来 

』
な
ど
に
注
意
。 

意
味
が
同
じ
で
あ
る
が
、
活
用
が
異
な
る
種
類
の
動
詞
に
『 

来
る
(
き
た
る
) 

』
が
あ
る
。 

こ
れ
は
ラ
行
四
段
活
用
動
詞
な
の
で
注
意
。 

 

来 

基
本
形 

(
来)

 
語
幹 

こ 

未
然
形 

き 

連
用
形 

く 

終
止
形 

く
る 

連
体
形 

く
れ 

已
然
形 

こ こ
よ 

命
令
形 
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サ
行
変
格
活
用
動
詞 

   

所
属
語
は
『 

 

す 
 

』
『 
お
は
す 

』
の
み
。 

複
合
語
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
注
意
。
主
に
漢
語
。 

漢
語
名
詞 

和
語
名
詞 

 

＋ 
 

す 
 

「
愛
す
」
「
か
な
し
う
す
」 

用 
 

言 

活
用
が
異
な
る
種
類
の
動
詞
に
『 

 

な
す 

 

』
が
あ
る
。 

こ
れ
は
サ
行
四
段
活
用
動
詞
な
の
で
注
意
。 

す 

基
本
形 

(
す)

 
語
幹 

せ 

未
然
形 

し 

連
用
形 

す 

終
止
形 

す
る 

連
体
形 

す
れ 

已
然
形 

せ
よ 

命
令
形 
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ナ
行
変
格
活
用
動
詞 

    

所
属
語
は
『 

 

死
ぬ 

 
』
『 
 

往
ぬ
(
去
ぬ
) 

 

』
の
み
。 

意
味
が
同
じ
で
あ
る
が
、
活
用
が
異
な
る
種
類
の
動
詞
に
『 

死
す 

』
が
あ
る
。 

こ
れ
は
サ
行
変
格
活
用
動
詞
な
の
で
注
意
。 

  

死
ぬ 

基
本
形 

死 
語
幹 

な 

未
然
形 

に 

連
用
形 

ぬ 

終
止
形 

ぬ
る 

連
体
形 

ぬ
れ 

已
然
形 

ね 

命
令
形 
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ラ
行
変
格
活
用
動
詞 

   

所
属
語
は
『 

あ
り 
』
『 

を
り 

』
『 

は
べ
り 

』
『 

い
ま
そ
が
り 

』
の
み
。 

複
合
語
の
『 

か
か
り 

』
『 
さ
り 

』
『 

し
か
り 

』
に
注
意
。 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
は
他
の
語
と
連
結
し
て
別
の
品
詞
に
な
る
場
合
が
あ
る
。 

か
か
る…

(
連
体
詞
)
こ
の
よ
う
な 

か
か
れ
ば…

(
接
続
詞
)
こ
う
な
の
で
・
だ
か
ら 

 

あ
り 

基
本
形 

あ 
語
幹 

ら 

未
然
形 

り 

連
用
形 

り 

終
止
形 

る 

連
体
形 

れ 

已
然
形 

れ 

命
令
形 



21 

 

動
詞
応
用 

動
詞
の
自
他 

自
動
詞
と
他
動
詞
は
古
代
語
に
お
い
て
区
別
が
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
あ
る
。 

中
で
も
区
別
が
あ
る
の
は
、
活
用
と
語
尾
の
派
生
で
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

活
用
で
の
区
別 

多
い
の
は
、
「
四
段→

自
動
詞
・
下
二
段→

他
動
詞
」
と
い
う
形
。
(
絶
対
じ
Ỷ
な
い
) 

「
染
む
」→

「
染
ま
ず
」
(
染
ま
る
・
自
)
「
染
め
ず
」
(
染
め
る
・
他
動
詞
) 

※
例
外
も
多
く
あ
る
の
で
、
活
用
が
二
種
類
以
上
考
え
ら
れ
る
語
に
つ
い
て
は
、 

自
他
の
違
い
が
あ
る
可
能
性
に
留
意
し
て
解
く
程
度
の
認
識
が
良
い
。 

自
動
詞
・
他
動
詞 

動
作
・
作
用
を
主
体
者
自
身

の
働
き
と
し
て
表
現
す
る
も

の
が
自
動
詞
。 

主
体
か
ら
他
に
及
ぶ
働
き
と

し
て
表
現
す
る
動
詞
が
他
動

詞
。 
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語
尾
の
派
生
に
よ
ỵ
て
区
別 

「
る
」
は
自
動
詞
語
尾 

「
す
」
は
他
動
詞
語
尾 

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。 

 

最
終
的
に
は
二
種
類
の
語
を
、 

「
Ộ
を
〇
〇
す
る
」
な
の
か
「
Ộ
が
〇
〇
す
る
」
な
の
か
を
訳
し
て
考
え
る
。 

 

 

Ộ
を
＋
自
動
詞 

現
代
語
に
は
ほ
ぼ
存
在
し
な

い
が
、
目
的
語
を
と
ỵ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
自
動
詞
も

存
在
す
る
。 

よ
だ
れ
を
た
れ
る 

こ
れ
は
現
代
語
に
も
み
ら
れ

る
例
だ
が
、
古
語
で
は
次
の

よ
う
な
も
の
も
あ
る
。 

あ
ふ
と
見
る
夢
を
さ
め
つ
る

悔
し
さ
に 

こ
う
い
ỵ
た
場
合
助
詞
「
を
」

の
訳
は
臨
機
応
変
に
行
う
べ

き
で
あ
る
。 

注
意
す
べ
き
動
詞 

自
四―

他
下
二
型…

臥
す
・
入
る
・
聞
く
・
従
ふ
・
沈
む 

自
下
二―

他
四
型…

切
る
・
砕
く
・
欠
く 
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動
詞
化
と
い
う
現
象 

古
代
語
で
は
、
別
の
品
詞
を
動
詞
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

『 

が
る 
』(
四
段
) 

あ
わ
れ
が
る
・
め
で
た
が
る 

さ
ぶ
(
上
二
段
) 
山
さ
ぶ
・
茂
み
さ
ぶ 

だ
つ
(
四
段
) 

あ
や
に
く
だ
つ
・
心
だ
つ 

ば
む
(
四
段
) 

け
し
き
ば
む
・
よ
し
ば
む 

『 

ぶ 

』
(
上
二
段
) 

あ
は
れ
ぶ
・
さ
と
ぶ 

む
(
四
段
) 

あ
は
れ
む
・
赤
む 

む
(
下
二
段
) 

痛
む 

『 

め
か
す 

』
(
四
段
) 

仄
め
か
す
・
人
め
か
す 

『 

め
く 

』
(
四
段
) 

今
め
く
・
煌
め
く 

や
ぐ
(
四
段
) 

華
や
ぐ
・
若
や
ぐ 

『 

か
す 

』(
四
段
) 

ま
ど
は
か
す
・
は
し
ら
か
す 

※
他
動
詞
的
意
味
の
強
調
を
す
る
。
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動
詞
の
強
調 

動
詞
を
強
調
す
る
形
に
は
、
次
の
よ
う
な
形
が
あ
る
。 

① 

(
「
た
だ
」 

＋ 

)
動
詞 

＋
「
に
」
(
＋ 

助
詞 

)
＋ 

動
詞 

※ 

否
定
形
は
、
動
詞 

＋
「
に
」
＋
「
だ
に
」
＋ 

動
詞 

＋
「
ず
」 

② 

動
詞 

＋ 

「
と
」 
＋ 

動
詞 

※ 

強
調
の
内
容
的
に
「
皆
(
す
べ
て
の
)
Ộ
」
と
訳
す
こ
と
も
あ
る
。 

③ 

動
詞 

＋
「
し
」 

＋ 

動
詞 

＋ 
「
ば
」 

(
う
ゑ
し
う
ゑ
ば
秋
な
き
時
や
咲
か
ざ
ら
む
花
こ
そ
散
ら
め
根
さ
へ
枯
れ
め
や
(
古
今
)
) 

 

同
族
目
的
語 

本
来
、自
動
詞
で
あ
る
も
の

が
、
そ
の
動
詞
と
語
源
的
・

意
味
的
に
重
複
す
る
目
的

語
を
と
る
こ
と
が
あ
る
。強

調
表
現
の
一
種
で
あ
る
。 

家
思
ふ
と
眠
を
寝
ず
居
れ

ば
(
万4400

) 
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代
動
詞 

古
文
に
も
、
代
動
詞
、
英
語
で
言
う

DO
が
存
在
す
る
。 

古
文
で
は
、
『 

も
の
す 

』
も
し
く
は
「
す
」
が
用
い
ら
れ
る
。 

走
り
井
に
て
、
破
子
な
ど
も
の
す
と
て
(
蜻
蛉
)
(
破
子…

弁
当
な
ど
の
容
器
) 

こ
の
例
文
の
「
も
の
す
」
は
「
食
べ
る
」
の
意
味
だ
と
文
意
で
読
み
取
れ
る
。 

「
も
の
す
」
は
「
も
の
し
給
ふ
」
の
形
で
、 

「
あ
り
」
の
尊
敬
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

※ 

ま
た
、
例
外
的
な
話
で
は
あ
る
が
、
「
す
」
の
代
用
と
し
て
「
あ
り
」
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。 
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補
助
動
詞 

本
来
の
実
質
的
意
味
を
失
ỵ
た
も
の
を
補
助
動
詞
と
い
う
。 

補
助
動
詞
に
な
る
の
は
、
次
の
パ
タ
ổ
ン
。 

① 

動
詞
に
つ
い
て
敬
意
を
表
す
も
の 

② 

形
容
詞
「
べ
し
」
「
ず
」
の
下
に
つ
く
「
あ
り
」 

③ 

助
詞
を
介
し
て
動
詞
の
下
に
つ
く
「
す
」 

④ 

「
て
」
「
つ
つ
」
を
介
し
て
動
詞
の
下
に
つ
く
「
あ
り
」 

⑤ 

「
て
」
を
介
し
て
動
詞
の
下
に
つ
く
「
み
る
」 
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形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
音
便 

形
容
詞 

          

高
し 

基
本
形 

高 

語
幹 

か
ら く 

未
然
形 

か
り く 

連
用
形 

〇 し 

終
止
形 

か
る き 

連
体
形 

〇 け
れ 

已
然
形 

か
れ 〇 

命
令
形 

美
し 

基
本
形 

美 

語
幹 

し
か
ら 

し
く 

未
然
形 

し
か
り 

し
く 

連
用
形 

〇 し 

終
止
形 

し
か
る 

し
き 

連
体
形 

〇 

し
け
れ 

已
然
形 

し
か
れ 

〇 

命
令
形 

ク
・
シ
ク
活
用 

こ
の
二
つ
の
見
分
け
に

関
し
て
は
、
基
本
的
に

「
な
る
」
を
つ
け
れ
ば

わ
か
る
。 

 

「
く
な
る
」 

→

ク
活
用 

「
し
く
な
る
」 

→

シ
ク
活
用 

 

(
例
) 

高
く
な
る 

美
し
く
な
る 

美
く
な
る…

×
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形
容
詞
と
は 

形
容
詞
と
は
、
『 

 

物
事
の
状
態
や
性
質
を
表
現
す
る
も
の 

 

』
で
あ
る
。 

こ
れ
は
、
『 

 

人
の
主
観 

 

』
に
よ
ỵ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。 

活
用 

① 

本
活
用…

『 
 

下
に
助
動
詞
が
接
続
で
き
な
い 

 

』 

(
断
定
「
な
り
」
だ
け
は
本
活
用
に
付
く→

「
高
き
な
り
」
「
美
し
き
な
り
」
) 

② 

補
助
活
用…

断
定
「
な
り
」
以
外
の
助
動
詞
が
カ
リ
活
用
に
付
く
(
カ
リ
活
用
の
下
に
あ
る
の
は
普
通
の
助
動
詞
) 

形
容
詞
の
仮
定
用
法 

通
常
、
未
然
形
＋
ば 

が
仮
定
条
件
の
書
き
方
。
(
花
咲
か
ば
) 

形
容
詞
の
場
合
、 

『 
 

く
は
・
Ộ
く
ば
・
Ộ
く
ん
ば 

 

』
が
仮
定
(
訳
)
も
し
Ộ
な
ら
ば
・
も
し
Ộ
か
ỵ
た
ら 

(
例
)
恋
し
く
は 

来
て
み
よ
か
し 

ち
は
や
ぶ
る 
神
の
い
さ
む
る 

道
な
ら
な
く
に 

『 
 

も
し
恋
し
か
ỵ
た
ら 

 

』
来
て
み
な
さ
い
よ
。
神
が
と
め
る
道
で
は
な
い
こ
と
な
の
に
。 

 

※
「
い
み
じ
く
は
あ
れ
ど
も
」
(
素
晴
ら
し
く
は
あ
る
け
れ
ど
)
の
よ
う
に
仮
定
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る 
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形
容
動
詞 

               

  

静
か
な
り 

基
本
形 

静
か 

語
幹 

 な
ら 

未
然
形 

に な
り 

連
用
形 

 な
り 

終
止
形 

 な
る 

連
体
形 

 な
れ 

已
然
形 

 な
れ 

命
令
形 

堂
々
た
り 

基
本
形 

堂
々 

語
幹 

 た
ら 

未
然
形 

と た
り 

連
用
形 

 た
り 

終
止
形 

 た
る 

連
体
形 

 た
れ 

已
然
形 

 た
れ 

命
令
形 
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形
容
動
詞
と
は 

形
容
動
詞
と
は
、
形
容
詞
と
同
様
『 

 

物
事
の
状
態
や
性
質
を
表
現
す
る
も
の 

 

』
で
あ
る
。 

何
が
異
な
る
か
？→
『 

 

活
用 

 

』
が
異
な
る
。
(
動
詞
と
く
ỵ
つ
い
た
と
い
う
認
識
で
〇
) 

―

た
り 

は 

漢
語 
＋ 

た
り 

の
形
が
多
い
。 

接
辞 

次
の
接
辞
の
際
に
は
形
容
動
詞
に
な
る
の
で
注
意
し
た
い
。 

『 
 

げ
な
り 

 

』
『 

 

や
か
な
り 

 

』
『 

 

は
か
な
り 

 

』
『 

 

ら
な
り 

 

』 

※ 

『 
 

音
読
み
漢
字
＋
な
り 

 

』
に
も
注
意
(
「
優
な
り
」
「
急
な
り
」
「
艶
な
り
」
な
ど
) 
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形
容
詞
特
殊
用
法 

形
容
詞
に
は
特
殊
な
用
法
が
い
く
つ
か
あ
る
の
で
注
意
。 

① 
『 

 

感
動
詞
＋
語
幹
(
＋
や
) 

 

』
で
感
動
(
語
り
手
の
実
感
)
を
表
す 

(
感
動
詞…

「
あ
な
」
「
あ
あ
」
「
あ
ら
」
等
) 

あ
な
き
た
な
(
訳
)
『 

 

あ
あ
き
た
な
い
な
Ự 

 

』 

 ② 

『 
 

語
幹
＋
の
＋
体
言 

 

』 

感
動
(
実
感
)
を
含
み
な
が
ら
連
体
修
飾
す
る
。 

を
か
し
の
御
髪
や
(
訳
)
『 

 
綺
麗
な
御
髪
だ
こ
と
！ 

 

』 

(
目
の
前
に
あ
る
髪
の
美
し
さ
を
実
感
し
、
感
嘆
し
な
が
ら
発
言
し
て
い
る
) 

 ③ 

『 
 

体
言
＋
(
を
)
＋
語
幹
＋
み 

 
』 

原
因
理
由
を
表
し
、
『 

 

A
が
B
な
の
で 

 

』
と
訳
す
。
(
を 

は
省
略
さ
れ
る
こ
と
あ
り
。
) 

野
を
な
つ
か
し
み
(
訳
)
『 

 

野
が
慕
わ
し
い
の
で 

 

』 
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特
殊
形
容
詞 

    

接
辞 

次
の
接
辞
の
際
に
は
、
形
容
詞
に
な
り
特
定
の
意
味
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
た
い
。 

『 
 

じ 
 

』 
…

「
Ộ
の
よ
う
で
あ
る
」
の
意
味
を
付
加
す
る
。 

『 
 

な
し 

 

』…

程
度
が
は
な
は
だ
し
い
と
い
う
意
味
を
追
加
す
る
こ
と
が
あ
る
。
単
に
「
無
し
」
と
い
う
意
味
で

は
な
い
こ
と
に
注
意
。
(
例
)
う
し
ろ
め
た
な
し
・
む
つ
く
け
な
し
・
の
が
れ
が
た
な
し 

同
じ 

基
本
形 

同 

語
幹 

じ
か
ら 

じ
く 

未
然
形 

じ
か
り 

じ
く 

連
用
形 

〇 じ 

終
止
形 

じ
か
る 

じ 

連
体
形 

〇 

じ
け
れ 

已
然
形 

じ
か
れ 

〇 

命
令
形 


